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藻岩第1幹線更新について

札幌市水道局

 工務部南部配水事務所
              　    　　所長　川上　忠義
　工務部計画課計画係
　　　　　　　　　　　　　　　 　阪　庄司

  札幌市の水道事業は､｢21世紀の札幌にふさわしい水道の構築｣をメイ
ンテーマに第3次施設整備事業(平成12年度目標)を実施中で､併せて昭和
59年度から老朽管の更新事業も進めている。同更新事業の一つ創設時に
布設された藻岩第1幹線の更新事業ではパイプ･イン･パイプ工法を採用｡
配水幹線としての機能だけでなく､耐震性を高め緊急時給水管路として
レベルアップさせることを目指している｡本論では創設期からの藻岩浄
水場第1幹線の役割､更新計画、配水運用､施工計画とその状況を述べて
いる。

屯田地区による小河川のせせら
ぎ回復

札幌市下水道局

 建設部　西部工事課
　　　　　　　　　　　　　　谷内田　正人

  札幌市では大正15年から下水道事業に着手し､平成9年度末で処理人口
177.3万人､普及率99.0％に達し､大部分の市民が下水道を利用できるよ
うになった｡高普及を達成した現在､下水道の有する資源･施設を利用す
る高付加価値型の下水道整備を進めている。本論では､下水道資源､施設
の有効利用と地震に強い街づくりに向けて､下水道の役割と位置づけ､ま
た
平成10年5月より送水した｢屯田地区の小河川のせせらぎの回復｣につい
て述べ､また新しい下水道の方向を追求したい､と結んでいる。

断水工法による幹線送水管路移
設の施工事例

徳島市水道局

工務課
　　　　　　　設計係長   　鴨川　達也
　　　　　　　設計係技師　新見　直樹

  徳島市の上水道事業は大正15年に給水を開始して以来､今年で72年を
迎えるが､平成2年度からは市民皆水道を目指し､第4期拡張事業を進めて
おり､現在､最重要管路である法花谷系の送水管の移設工事を行ってい
る。本論では､この工事の目的､概要､管種の選定､工法の選定などを報
告｡あえてリスクの大きい断水工法で施工したが､事前の調査･検討を十
分にし､工夫を積み重ねることで､経済的に､信頼性･耐久性に優れたダク
タイル鉄管を移設､再構築できたと述べている。
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久留米市における管路耐震化の
取り組みについて

久留米市企業局

水道ガス部　建設課長
　　　　　　　　　　　　　　　早田　文幸

  久留米市では大正12年に水道事業を創設し､今日では給水人口
233,3400人､給水普及率98％にまで達している｡平成7年の阪神淡路大震
災を契機に､市民や議会からも公共施設の耐震性強化の声が高まり､同年
危機管理検討委員会を発足｡公共施設の耐震化事業の取り組み方が検討
されてきた。本論では､Ｔ形管からNS形管を採用した経緯､それによって
生じた問題、今後の耐震化計画について述べている。

桂沢水道事業団でのダクタイル
管について

桂沢水道企業団

企業局長
　　　　　　　　　　　　　　　坂上　澄夫

  北海道空知南部地域の岩見沢市･美唄市･三笠町の2市1町が上水道用水
の安定供給を図るため､昭和30年に道内初の広域水道事業体として桂沢
ダム事業に参加することで水道企業団が設立された。本論では､桂沢水
道企業団設立の経緯､創設事業､拡張事業を紹介するとともに､昨年9月､
道路改修のために創設当時に埋設されたダクタイル鉄管を掘り上げる機
会を得たので､その状況も併せて報告している。
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48 ダクタイル鉄管 平成10.10 第65号

写真2 掘り上げ管（ダクタイル鉄管）の組織
(100倍）

表5 ゴム輸の物性試験結果

れ＼＼
引張試験

70kgf/cm2 
荷重時の

伸び（%）

掘り上げ管に使用したゴム輪 134 

当時の仕様書の規定値 110-190 

以上のように、埋設して40年経過後に掘り上

げた管より、試験片および試料を採取し調査した

結果、強度や化学成分は昭和32年当時の仕様

書の規定値を満足していることが分かった。（表

3、4参照）。組織も一般的なダクタイル鋳鉄のもの

を示しており、変化は認、められなかった。（写真2

参照）

ゴム輪の弾性も当初とはほとんど変わっておら

ず、十分水密性を保持できていることが分かっ

た。（表5参照）。

硬度試験 老化試験

硬度 引張強さ 伸びの 硬度の
の変化率 の変化率 変化

(Hs) （%） （%） (Hs) 

69 +3 -1 +6 

65-75 -20以内 -20以内 -o～＋7 

7.おわりに

以上、本企業団の創設の経緯、拡張の足取り

を振り返った。困難な状、況に立ち向かつて今日の

礎を築かれていった先人達の勇気と情熱を改め

て知らされ、感服した次第である。
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